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練習問題 
 
 
 ヨーロッパ人権裁判所は、講義で扱った Bosphorus 判決において、講義資料に引用し

た箇所に続き、以下のように述べている。 

157.  It remains the case that a State would be fully responsible under the Convention for all acts 
falling outside its strict international legal obligations. 

 この説明と、講義資料に挙げた 1995 年 4 月 21 日の国連法務部の説明とは整合する

か。整合するのであれば両者をどのように理解すれば良いか。しないのならばどちらの

立場がより適切であるか。説明せよ。 


